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8京都大学では、すでに情報メディアセンターの機種更新に合わせて自前で研究データ・アーカイブシ
ステムを構築し運用中であり、そのシステム概要、および運用について、京大の青木氏より報告がなさ
れた。その中で、膨大になりがちな研究データに対応するための、システムの容量設計、および保管期
間の設定は根本解決の困難な問題であることが示された。
再度、船守氏により、まとめが行われ、パネル討論が実施された。
本セミナーは、「研究とその関連データ」をどのようにアーカイブし公開していくかをテーマとした
ものであった。昨今、大学や研究機関においては論文をアーカイブおよび公開するための論文リポジト
リの整備が行われている。このような論文リポジトリに対して、発表された論文の根拠データの追加が
要請されつつある。今後は、論文データ公開に加えて、研究のために系統的に収集したデータ全体のアー
カイブと再利用可能な形式での公表が要請されそうである。システム的には論文データのアーカイブは、
さほど困難ではないと想定されるが、基礎データのアーカイブと公表には記憶装置の容量が問題になり
そうである。オープンデータの実装のためにはアーカイブ期間の設定等、ポリシーの検討と設定が各機
関に求められている。
